
           島 信次（ＣＦＰ認定者） 

東証市場構造の見直し  

 

①  経緯:東証は２０１３年に大阪証券取引所と合併し、一部.二部はそのまま統合

したが元々成り立ちが異なるマザースとジャスダックは従来通り残す形で、 

４ 市 場 ５区 分 で 維 持 さ れて き た 。し か し 見直 し が 検 討 さ れて き た が１ ９ 年末 に

金融審議会の検討報告を受けて新たに「プライム」「スタンダード」 

「グロース」とコンセプトを分けた三つの市場区分に決定した。 

旧市場の上場会社は昨年１２月までに新市場を選択し（条件未達の企業は計画書 

を提出）無事移行が完了した。 



②  [TOPIX]見直し:日本 の代表的な株価指数である「TOPIX」は東証一部に上場す

る 企 業 で構 成 さ れ て い るが 、 そ の 市 場 が 無く な る こ と で見 直 し 方法 が 検 討 さ れ

てきた。市場区分とは切り離して構成銘柄を選定し、投資対象としての機能性の

さらなる向上を目指すことに決定。 

その結果「市場に関係なく流動株式時価総額１００億円以上の銘柄で構成する」 

となった。 

（「TOPIX 連動のパッシブ運用資産は ETF を含め７０兆円にも及ぶ。それらへ

の影響をできるだけ抑えるため再編後も約半年は従来の構成銘柄を継続し」 

移行は２０２２年１０月から２５年１月にかけて行われる） 

以 上 

 

 

本稿作成に当たっては「東証ホームページ」「日経 MOOK[東証再編]」を 

参考にさせていただきました。  

ありがとございました。                      島  信次 

 

 

 


